
 

学校番号 ３０９ 

平成３１年度 地理歴史科 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

Inquiry questions（探求テーマ）…グローバルな視点で地理学を学び、その中から自ら課題を発見

して考えを深めることが、結果として将来の一個人の幸福や社会問題解決の原動力に繋がる。 

Key concept（重要概念）…世界地理の基礎的知識の定着を基本的目標とする。特に、世界を地域別（＝

地誌）に整理し地図上で理解を得ることはもちろんのこと、地域現代史や現代世界の問題についても分

析できる能力を獲得し、考察を深めることが重要である。 

２ 学習の到達目標（Attainment target of learning trails） 

①地理的空間と環境の相互関係を学ぶこと。  

②人間の福祉や環境の質に関心をもち、資源の持続可能な管理の必要性を理解すること。  

③現代の社会問題や困難を分析するうえで、地理が関連していることを理解し、多様性や変化に 

対しグローバルな視点をもつこと。  
 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

地理的事象に対する

関心と課題意識を見

出し、追究するととも

に、国家・社会を形成

する一員としての責

任を果たそうとする。 

世界的視野に立っ

て多面的・多角的

に考察し、国際社

会の変化を踏まえ

公正に判断して、

その過程や結果を

適切に表現してい

る。  
 

地理的事象に関する諸

資料を収集し、有用な

情報を適切に選択し

て、効果的に活用して

いる。 

 

生活・文化の地域的

特色についての基本

的な事柄を理解し、

その知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

External Assessment 

（外部評価）80% 

・定期考査 

External Assessment 

（外部評価）80% 

・定期考査 

External Assessment 

（外部評価）80% 

・定期考査 

External 

Assessment 

（外部評価）80% 

・定期考査 

Internal Assessment 

（内部評価）20% 

※ポートフォリオ 

※課題に見合う資料 

の収集 

Internal Assessment 

（内部評価）20% 

※社会問題について 

論述する能力 

※パフォーマンス 

評価 

・ワークシート 

・レポート 

Internal Assessment 

（内部評価）20% 

※図や表のデータ分析 

・ワークシート 

・レポート 

Internal Assessment 

（内部評価）20% 

※地経学の知識 

  

①上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。  

②それぞれの観点について、アプローチの仕方や、捉え方の違いに差異が出てもよいとし、学習

内容に応じて適切に配分し、評価する。その際の評価シートは、ルーブリックを用いる。  

 

教科 地理歴史 科目 
地理Ａ 

(Geography) 

単位数 

(Units) 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 
『新編 地理Ａ』 （二宮書店） 

『新詳 高等地図』（帝国書院）  

副教材等 『最新地理図表 GEO（ジオ）』 (第一学習社) 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
（中
間
） 

 

    

 

世
界
地
理
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎 

1 半球、時差、領域  

2 大地形、プレートテクト

ニクス、小地形  

3 気候要素と気候因子、大

気の大循環  

○  ○  ○  ○  

○  

 

○  

a:資料やインターネットなど

を活用して、与えられたテーマ

について事前に調査できる。  

b:事前調査の話し合いと、『ツ

ェツェ蝿と人の移動ゲーム』

を、クラス発表に活かせてい

る。時差・プレート・気候が、

実生活と関連して発表できる。  

c: 各班のテーマに沿って、図

や表などにまとめられる。  

d: 陸地と海洋の割合、経度に

よる時差の存在を把握する。内

的・外的営力や、造山活動を把

握する。気候区分の違いを明確

化する。  

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・レポート  

（アクティ

ブラーニン

グ、ポート

フォリオ、

パフォーマ

ンス評価を

含む）  

東
ア
ジ
ア
の
地
誌 

1 東アジアの概観  

2 中華人民共和国  

3 朝鮮半島  

○  ○   

○  

○  

 

○  

○  

a: 資料やインターネットなど

を活用して、各班で決めたテー

マ（自然・民族・産業・主要都

市等）を事前に調査できる。  

b: 事前調査を班で話し合い、

クラス発表に活かせている。中

国・朝鮮半島が、日本の生活や

文化、経済などと関連づけて発

表できる。  

c:各班のテーマに沿って、図や

表などにまとめられる。  

d:民族の多様性、「２つの中国」

の存在、中華人民共和国の社会

主義建設及びその問題点も理

解する。また、日中関係につい

ても言及している。戦前の日本

植民地時代の地域形成、戦後の

分断国家と対立にも言及する。

また、今日の韓国経済の発展と

地域形成についても言及し、そ

の問題点についても考察する。  

 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
（期
末
） 

 

    

 

東
南
ア
ジ
ア
の
地
誌 

1 東南アジアの概観  

2 地域現代史  

3 産業  

4 地域問題  

○  ○   

○  

○  

○  

 

○  

○  

○  

a:資料やインターネットなど

を活用して、各班で決めたテー

マ（自然・民族・産業・主要都

市等）を事前に調査できる。  

b:事前調査を班で話し合い、ク

ラス発表に活かせている。  

c:各班のテーマに沿って、図や

表などにまとめられる。  

d:以下について理解を深める。

植民地時代の産業、文化、宗教

と現在の関わり。ＡＳＥＡＮ。

日本企業の進出による日本と

の関係。農業は、油やし生産と

環境問題。工業は、外資導入・

輸出指向型工業の発展。ブミプ

トラ・ルックイースト政策、南

シナ海の問題等について。  

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・レポート  

（アクティ

ブラーニン

グ、ポート

フォリオ、

パフォーマ

ンス評価を

含む）  

南
ア
ジ
ア
の
地
誌 

1 南アジア入門  

2 地域現代史  

3 産業  

4 地域問題  

○  ○   

○  

○  

○  

 

○  

○  

○  

a:資料やインターネットなど

を活用して、各班で決めたテー

マ（自然・宗教・主要都市等）

を事前に調査できる。  

b:事前調査を班で話し合い、ク

ラス発表に活かせている  

c:各班のテーマに沿って、図や

表などにまとめられる。  

d:以下について理解を深める。

地域現代史。英植民地時代の宗

教対立と分離独立、戦後のカシ

ミール問題と印パの対立と戦

争・印パの原爆開発。産業植民

地時代の農業地域形成と、気候

による農業形成。９０年代以降

のインド経済の方向転換（ＩＴ

産業等）と発展。地域問題。イ

ンド国内の宗教を背景とした

対立、スリランカ紛争。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

２
学
期
（中
間
） 

 

    

 西
ア
ジ
ア
・北
ア
フ
リ
カ
の
地
誌 

1 西アジア・北アフリカの

概 観  

2 地域現代史  

3 産業  

4 地域問題  

○  ○   

 

○  

○  

○  

 

 

○  

○  

○  

a:資料やインターネットなど

を活用して、各班で決めたテー

マ（アラブ民族と宗教等）を事

前に調査できる。  

b:事前調査の話し合いと、『貿

易ゲーム』を、クラス発表に活

かせている。  

c:各班のテーマに沿って、図や

表などにまとめられる。  

d:以下について理解を深める。  

パレスティナ問題。中東戦  

争。パレスティナ暫定自治  

協定等の問題も含む。石油  

開発問題。灌漑農業。パレ  

スティナ・クルド人・キプ  

ロス問題、イラク戦争。  

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・レポート  

（アクティ

ブラーニン

グ、ポート

フォリオ、

パフォーマ

ンス評価を

含む）  

仲
南
ア
フ
リ
カ
の
地
誌 

1 中・南アフリカの概観  

2 植民地化と独立  

3 今日のアフリカ  

○  ○   

○  

○  

 

○  

○  

a:資料やインターネットなど

を活用して、各班で決めたテー

マを事前に調査できる。  

b:事前調査を班で話し合い、ク

ラス発表に活かせている。  

c:各班のテーマに沿って、図や

表などにまとめられる。  

d:以下について理解を深める。

自然・文化を絡めた、ホワイ

ト・ブラックアフリカ、スワヒ

リ文化の区分。植民地化と今日

の動向。資源開発を中心とした

動き。貧困・エイズの問題。  

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
誌 

1 西ヨーロッパの概観  

2 民族と地域性  

3 ＥＵのあゆみとその問題  

4 産業  

○  ○   

○  

○  

○  

 

○  

○  

○  

a: 資料やインターネットなど

を活用して、各班で決めたテー

マを事前に調査できる。  

b: 事前調査を班で話し合い、

クラス発表に活かせている。  

c:各班のテーマに沿って、図や

表などにまとめられる。  

d:以下について理解を深める。

三大民族と、民族問題。ＥＵ統

合への動きと問題点。農業・工

業地域の理解と問題点。ヨーロ

ッパの主な局地風。  

 

 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

２
学
期
（期
末
） 

 

    

 

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
誌 

1 旧ソ連とCIS諸国・バルト  

３国の概観  

2 資源大国ロシア  

3 日ロ関係  

○  ○   

 

○  

○  

 

 

○  

○  

a: 資料やインターネットなど

を活用して、各班で決めたテー

マ（旧ソ連、ＣＩＳ諸国・バル

ト３国、食文化、工業等）を事

前に調査できる。  

b: 事前調査を班で話し合い、

クラス発表に活かせている。  

c:各班のテーマに沿って、図や

表などにまとめられる。  

d: 以下について理解を深め

る。旧ソ連時代の社会主義建設

と、ソ連崩壊後のロシアとの関

連。チェルノーゼムの肥沃な土

壌地帯や、遊牧による農業近年

の資源を基礎とした経済発展

と問題点。ロシアの資源分布が

東西で違うことから、工業も異

なっていること。地域コンプレ

ックス。資源を基礎とした日ロ

関係と、北方領土問題。  

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・レポート  

（アクティ

ブラーニン

グ、ポート

フォリオ、

パフォーマ

ンス評価を

含む）  

北
ア
メ
リ
カ
の
地
誌 

1 北アメリカの概観  

2 地域現代史  

3 世界１の農業・工業  

4 サラダボウル国家  

○  ○   

○  

○  

○  

 

○  

○  

○  

a: 資料やインターネットなど

を活用して、各班で決めたテー

マ（ＷＡＳＰや黒人等の人種問

題、農業、工業等）を事前に調

査できる。  

b: 事前調査を班で話し合い、

クラス発表に活かせている。  

c:各班のテーマに沿って、図や

表などにまとめられる。  

d:以下について理解を深める。

領土拡大と、先住民・黒人に対

する問題。農業は、緯度経度と

絡めて、気候と深く密接してい

ること。工業は、西部の躍進を

気候と絡め、北部その問題点。

「人種のるつぼ」と「サラダボ

ウル」。多文化主義。貧困の背

景に、人種・民族も絡んでいる

こと。  

 

 

 

 

 

 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

３
学
期 

 

    

 

中
南
ア
メ
リ
カ
の
地
誌 

1 中・南アメリカの概観  

2 植民地化と混血文化  

3 ブラジル  

4 統合への動き  

○  ○   

○  

○  

○  

 

○  

○  

○  

a:資料やインターネットなど

を活用して、各班で決めたテー

マ（３つの文明、混血、文化等）

を事前に調査できる。  

b: 事前調査を班で話し合い、

クラス発表に活かせている。  

c:各班のテーマに沿って、図や

表などにまとめられる。  

d: 以下について理解を深め

る。植民地化の影響による人

種・民族構成の多様性。ＢＲＩ

Ｃｓの一角を占めるブラジル

の躍進。メルコスール。  

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・レポート  

（アクティ

ブラーニン

グ、ポート

フォリオ、

パフォーマ

ンス評価を

含む）  

オ
セ
ア
ニ
ア
の
地
誌 

1 オセアニアの概観  

2 オーストラリア・ニュー  

ジーランドの地域現代史  

3 資源大国オーストラリア  

○  ○   

○  

○  

 

○  

○  

a: 資料やインターネットなど

を活用して、各班で決めたテー

マ（地形、気候、文化、工業、

農業）を事前に調査できる。  

b: 事前調査を班で話し合い、

クラス発表に活かせている。  

c:各班のテーマに沿って、図や

表などにまとめられる。  

d: 以下について理解を深め

る。アボリジニやマオリと、移

民との文化。ボーキサイトから

アルミナ、アルミニウムへの変

化を含む工業。多様な気候を活

かした農業。  

極
地
方
の
地
誌 

1 北極・南極の概観  

2 気候と地形  

○  ○   

○  

 

○  

a: 資料やインターネットなど

を活用して、各班で決めたテー

マ（気候・地形・資源等）を事

前に調査できる。  

b: 事前調査を班で話し合い、

クラス発表に活かせている。  

c:各班のテーマに沿って、図や

表などにまとめられる。  

d: 以下について理解を深め

る。氷雪気候。氷床。極地方か

らみた半球。  

 

※表中の観点についてa:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 

c:技能d:知識・理解 

※年間指導計画（例）作成上の留意点 

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において特

に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


